
 

 

 

   第１回 大塚地区 

   まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ 

 

 

 

 

 

プログラム 

開会  １：３０ 

あいさつ  

事務局からの説明  １：３５ 

 ・ワークショップの趣旨・目的 

 ・進め方とスケジュール 

 ・蒲郡市の現状と公共施設マネジメントの取り組み 

 ・本日の検討内容 
 

 

（休 憩）  ２：１０ 

グループ討議  ２：２０ 
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閉会  ４：００ 
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まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ  

 

 

蒲郡市では、急激に変動する社会情勢に対応した公共施設の機能配置や魅力

向上を図るとともに、将来に大きな負担を残さない行財政運営を実現するため

に、公共施設マネジメントの取り組みを進めています。 

これまでに市民の皆様のご意見を伺い、「蒲郡市公共施設マネジメント基本方

針」と「蒲郡市公共施設マネジメント実施計画」を策定し、今後の公共施設の整

備を進めるための道筋を示しました。 

その計画では、小中学校、保育園、児童館及び公民館（地区利用型施設）の再

編にあたっては、中学校区単位で住民の皆様のご意見を伺い、施設再編計画とな

る「地区個別計画」を策定することとしています。 

このワークショップは、「蒲郡市公共施設マネジメント基本方針」を踏まえ、

これから起こる様々な社会の変化や地域の課題に対応した既成概念にとらわれ

ない、より良い公共施設の配置や使い方を考えるために開催するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市は、皆様のご意見を参考に大塚地区の「地区個別計画」を策定し、施設の再

配置を進めることで、“住んでよかった”“住み続けたい”と思えるような誇りと

愛着を持てるまちづくりを目指します。 

ワークショップの趣旨・目的 

蒲郡市公共施設マネジメント基本方針 

①適正化 将来を見据えた維持可能な施設規模に適正化します。 

②効率化 効率的・効果的な維持管理を実施します。 

③魅 力 社会変化に対応した魅力ある公共施設へ再編します。 

④安全性 計画的な保全により公共施設を安全に維持します。 

⑤実行力 公共施設の再編に向けて実行体制を構築します。 
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  市は、ワークショップ等で得られた成果をもとに、「地区個別計画」の策定

に向けて次の５つのステップに分けて、段階的に検討を行います。 

 

 ステップ１ ワークショップ等を通じ、地区個別計画をどのような手順で 

策定するか確認します。 

 ステップ２ 地区にどのような課題があるか確認して問題意識を共有します。 

 ステップ３ 課題解決に向けた方策について共有し、複数の再配置プランを 

検討します。更に、複数の再配置プランを比較するための評価 

の視点について検討します。 

 ステップ４ 複数の再配置プランをステップ３で検討した視点に基づき 

評価し比較します。 

 ステップ５ 再配置プランを絞り込むとともに、運営面での工夫等の 

付帯事項について整理します。 

 

 

  

進め方とスケジュール 

１ 検討のステップ 

２ スケジュール（予定） 

 

 

 

 

 

次回、今後の施設のあり方等に関する方針である 

小中学校規模適正化方針 / 保育園・公民館のグランドデザインについて

施設担当課よりご説明予定です。 
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  「地区個別計画」の策定に向けた検討では、地区の皆様と様々なコミュニケ

ーションを進めていきます。 

 

 ・ ワークショップ 

 ・ オープンハウス（パネル展示型説明会） 

 ・ かわら版 

 

 

 

【オープンハウス（パネル展示型説明会）】 

 地区の住民の皆様が集まる施設などでパネルを利用し、ワークショップで

のご意見や検討された再配置プランなどの内容を広報します。 

どなたでも立寄ることができ、住民の皆様からワークショップで検討され

ている内容についてのご意見をいただきます。 

今年度も新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、開催を予定してい

ます。 

 

【かわら版】 

 地区内の各世帯に配布するチラシです。各回のワークショップ終了後、広報

がまごおりとともに配布を行います。ワークショップでのご意見や検討され

た再配置プランなどをお知らせするとともに、ワークショップで検討されて

いる内容についてのご意見を募集します。 

 

  

３ 

 

コミュニケーション 
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 ・ ワークショップは、令和４年３月までに５回開催します。 

 ・ 原則、日曜日に開催します。 

 ・ 新型コロナウイルス感染症対策のため、オンラインで開催します。ご自宅

等からの参加が難しい場合は、大塚中学校にて参加できます。 

 ・ 事務局は、蒲郡市総務部公共施設マネジメント課が担当します。 

 ・ ワークショップには、公募でご応募いただいた方が参加します。 

 ・ 同じ参加者に継続してご参加いただき、議論を深めていきます。 

 ・ ワークショップでは、参加者の皆様にグループ討議で自由にご議論いただ

きます。 

 ・ 大塚中学校に設置された中継会場から一般の傍聴者や報道関係者が会議

を傍聴することができます。 

 

 

 

 ・ グループ討議の運営では、円滑な議論のため、司会進行を第三者的立場の

ファシリテーターがお手伝いします。 

 ・ ワークショップでは、グループごとの議論を中心に進め、各回ワークショ

ップの最後に各グループの議論の結果を発表します。 

 ・ グループ討議の議論は要点をまとめて記録します。これは個人の発言が特

定されるものではありませんので、自由で前向きな議論をお願いします。 

 ・ 市に対する要望・陳情の場ではありません。 

 ・ ワークショップの様子をホームページ等で公表するなど情報発信を行い

ます。話し合いの様子を記録する場合があることをご了承ください。 

  

４ 

 

ワークショップの概要 

５ 

 

ワークショップの進め方 
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 ・ ワークショップでのご意見を踏まえて複数の再配置プランを評価・比較

し整理します。 

 ・ 整理した内容は、市が「地区個別計画」を策定する際の基礎情報として

活用します。 

 

 

 

～こんにちは。皆さんの議論を円滑に進めるために、第三者的立場から議事進行

やとりまとめをお手伝いします。どうぞよろしくお願いします。～ 

 

 

     名畑
な ば た

 恵
めぐみ

  NPO法人 まちの縁側育くみ隊 

   

   藤森
ふじもり

 幹人
みきひと

  株式会社 対話計画 

  

    葛山
かつらやま

 稔
とし

晃
あき

 株式会社 対話計画 

 

     稲葉
い な ば

 久之
ひさゆき

  フリーランス・ファシリテーター 

  

６ 

 

ワークショップの成果 

７ 

 

ファシリテーターのご紹介 
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  ・ 話し合いに積極的に参加しましょう 

 

  ・ 自分の考えを率直に述べましょう 

 

  ・ 前向きな思考で発言しましょう 

 

  ・ 評論家ではなく当事者として関わりましょう 

 

  ・ 他の参加者の意見に耳を傾けましょう 

 

  ・ 気持ちよく運営できるよう協力し合いましょう 

 

  ・ 議論や運営に貢献する姿勢を讃えましょう 

 

（必要があれば追加しましょう） 

８ 

 

ワークショップの参加にあたって 
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本日の検討内容 

① 地区個別計画の策定に向けた検討の進め方やワーク

ショップの進め方についてご質問やご提案はありま

すか？ 

② 大塚地区の現状と今後のまちづくりや公共施設につ

いて、どのようなことが気になっていますか？ 
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【公共施設配置図】 

大塚地区の公共施設の概要 
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【地区利用型施設一覧】 

 

出典：令和２年度 蒲郡市公共施設白書 

 

※ 複数の建物で構成されている施設の築年数は、最も建築年の古い建物をもとに掲載しています。 

※「災害の危険区域等」における「想定震度」は「愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査」（平成26年3月発表）に基づく被害想定を記載しています。 

※「津波浸水」は愛知県指定による津波災害警戒区域における浸水深（単位：ｍ）、「高潮浸水」は高潮浸水想定（平成26年 11月発表）における浸水深（単位：ｍ）、「土砂災害」は愛知県指定による土砂災害警戒区域と

土砂災害特別警戒区域を示しています。（いずれも大塚地区内の地区利用型施設は指定されていません。） 

※ 市の支出・収入・負担額及び利用状況の値は６カ年度（平成26年度～令和元年度）の平均値を掲載しています。 

 

※ 避難所の種類について 

  指定避難所   …被災者が避難生活をするための場所。主に小中学校の体育館がこれにあたり、地震などの大規模災害時に開設します。 

  指定緊急避難場所…地震など災害の危険から命を守るため、一時的に避難する場所。学校の校庭や公園などが指定されています。 

地域避難場所  …台風などの風水害の際、少人数の方が一時的に避難するために開設する場所。公民館や児童館などが指定されています。 

指定
避難所

指定緊急

避難場所

地域

避難場所

想定
震度

津波
浸水

高潮
浸水

土砂
災害

施設に係る
コスト
（千円）

事業運営に
係るコスト
（千円）

人に係るコ
スト

（千円）

指定
管理料
（千円）

６年平均
（人）

１日あたり
平均

（人/日）

面積あたり
1日あたり平均
（人/㎡・日）

小学校 大塚小学校 5,405 S31 2.8 ○ ○ ６弱 - - - 22,916 8,901 2,700 0 90 34,427 6,369 - - - 290 － 45.0 50.5

中学校 大塚中学校 7,443 S32 3.0 ○ ○ ６弱 - - - 18,178 8,031 3,967 0 90 30,085 4,042 - - - 162 － 47.8 54.5

保育園 大塚保育園 684 S45 3.1 ○ ６弱 - - - 5,913 12,073 43,050 0 12,541 48,495 70,946 - - - 65 － 43.0 51.8

大塚西保育園 530 S47 3.1 ○ ６弱 - - - 5,233 8,177 25,633 0 5,703 33,341 62,949 - - - 27 － 43.9 48.7

児童館 おおつか児童館 486 H11 2.2 ６弱 - - - 7,994 4,428 4,233 0 120 16,535 33,995 16,329 57.1 0.147 - － 59.6 35.8

公民館 大塚公民館 742 S47 3.0 ○ ６弱 - - - 3,711 0 0 6,774 0 10,485 14,125 30,241 104.0 0.140 - 23.2 46.1 49.5

施設用途 施設名称
延床
面積
（㎡）

建築
年度

老朽化度
貸部屋等
利用率
（％）

ハード評価
（偏差値）

ソフト評価
（偏差値）

市の支出
市の収入
（千円）

市の負担額
（千円）

面積あたり
市負担額
（円/㎡）

避難所指定 災害の危険区域等 利用者数 平均園児・
児童・生徒

数
（人）
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【各施設の概要】 

施設名称 概況（特徴・課題等） 

大塚小学校 

・ 最も古い建物は昭和31年度に建設されている。 

・ 児童数275人（R３.５.１時点） 

・ 普通学級数11（2～６年生２クラス）、特別支援学級数４。 

・ 校内に放課後児童クラブが設置されており、3年生以上（22人）が利

用している。1～2年生（28人）についてはおおつか児童館にて実施。

（R３.５.１時点） 

・ 指定避難所・指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 耐震性能あり（耐震補強実施済み）。 

大塚中学校 

・ 最も古い建物は昭和32年度に建設されている。 

・ 生徒数136人（R３.5.1 現在） 

・ 普通学級数６（全学年２クラス）、特別支援学級数2。 

・ 指定避難所・指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 老朽化度3.0 となっており、老朽化が進行していると考えられる。 

・ 耐震性能あり（耐震補強実施済み）。 
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施設名称 概況（特徴・課題等） 

大塚保育園 

・ 昭和45年度に建設されている。 

・ 園児数63人（定員80人）（R３.４.１時点） 

・ 低年齢児保育（２歳児から）、延長保育（午後６時まで）実施。 

・ 指定避難所に指定されている。 

・ 老朽化度3.1 となっており、老朽化が進行していると考えられる。 

・ 耐震性能あり（耐震補強実施済み）。 

大塚西保育園 

・ 昭和47年度に建設されている。 

・ 園児数21人（定員60人）（R 3 .４.１時点） 

・ ３歳児から受け入れ、延長保育実施なし。 

・ 指定避難所に指定されている。  

・ 老朽化度3.1 となっており、老朽化が進行していると考えられる。 

・ 耐震性能あり（耐震補強実施済み）。 

おおつか 

児童館 

・ 平成11年度に建設されている。 

・ 0～18歳の子どもを対象とした施設。 

・ 児童クラブが設置されており、大塚小学校の1～2年生（28人）が利

用している。（Ｒ３.５.１時点） 

・ 東大塚いこい会館（地域の集会所）が併設されている。 

・ 耐震性能あり（新耐震基準による建築物）。 
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施設名称 概況（特徴・課題等） 

大塚公民館 

・ 昭和47年度に建設されている 

・ 老朽化度3.0 となっており、老朽化が進行していると考えられる。 

・ 地域避難場所に指定されている。 

・ 耐震性能あり。 



 

 

 

次回ワークショップのご案内 

 

 

「第２回大塚地区まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ」を

以下のとおり開催いたしますので、ご参加下さいますようお願いいたします。 

 

１ 日時 

令和３年９月２６日（日） 

午後１時３０分～午後４時３０分 

（受付開始時刻＊オンライン：午後１時 会場：午後１時１５分） 

 

２ お願い 

 ・ ご欠席の場合や会場（大塚中学校 図書室）での参加を希望される場合は、 

９月１７日（金）までに事務局へご連絡ください。 

・ 次回ワークショップの資料を郵送で事前に配布いたしますので、届きまし

たら資料に不足がないかご確認ください。参加の際に使用するＺｏｏｍの

ＩＤ・パスコードも同封させていただきます。 

 

【ワークショップ事務局】 

蒲郡市総務部公共施設マネジメント課 

担  当：上田・尾嵜・星野 

電  話：０５３３－６６－１２１４ 

ファクス：０５３３－６６－１１８３ 

E-mai l：k-mane@city.gamagori.lg.jp 


